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【議事概要】第22回浜田市行財政改革推進委員会 

 日  時：平成 23年 5月 31日（火）  10：00～11：45 場  所：浜田市役所  ４F講堂  欠席者  【委員】藤田教造委員、岩田宜晃委員、大峠稔委員、松本健志委員、  【  市  】議会事務局長、消防長 (代理：消防次長 )、水道部長 (代理：管理課長 )  
 

１ 協議事項  

１１１１．．．．協議事項協議事項協議事項協議事項 

（１）浜田市行財政改革実施計画 平成 22年度報告及び5年間の取組成果について 

【概 要】 

  資料１により平成 22年度の取組みを説明し、その中で資料２－１及び２－２により行

政評価の結果も報告した。続いて資料３により、平成 18年度から５年間の行財政改革

実施計画の取り組み成果を報告し、審議を行った。 

（意見概要は別添のとおり） 

 

 

（２）浜田市行財政改革実施計画 平成23年度計画について 

【概 要】 

  資料４により平成 23年度の計画を説明し、審議を行った。 

（意見概要は別添のとおり） 

    

【結 果】 

   本日の内容については、6月 21日開催の市議会全員協議会で報告し、その後、浜

田市ホームページでも公表する。各委員からの意見を踏まえ、平成 23年度の行財政

改革の取組みを進めていく。 
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委員意見等（要点筆記） 委員意見  
「一般行政職の給与の見直し」 

� 給与改定について、自治区間の調整はできているのか。 

「窓口サービスの見直しと事務の効率化」 

� 窓口サービスについて、住民票などの公民館での発行はどこまで進んでいるのか。 

「組織・機構の統廃合（機構改革の実施）」 

� 権限移譲はどのような形で受け入れているのか。 

「時間外勤務の削減」 

� 定員が削減される中で、時間外勤務の状況を見ると職員の負担が心配されるが、

健康状態はどうか。夢を持って業務にあたってもらいたい。 

� 時間外勤務の平成23年度の状況はどうか。 

� 時間外勤務においてサービス残業の実態がまだあるのではないか。 

「小学校の統合」 

� 小学校統合計画について、各年度の対象校はどこか。 

� 学校は地域にとって大きな存在であり、統合は慎重に進めていただきたい。地元に

もチャンスが欲しい。何名で統合の対象となるのか。また、審議会には地域代表が入

れるのか。 

� 地域の活性化において大変な問題であり、地域の意見も入れて柔軟な対応をして

ほしい。 

� 学校統合では統合校ができるが、現在ある学校の耐震化だけでなく、新たに作る学

校の耐震性も大事である。 

「学校給食施設の統合」 

� 給食施設の統合は、説明会が説得会では納得されない。地元が納得できる説明が

必要。 

「火葬場運営のあり方検討」 

� 火葬場の検討で、弥栄の霊柩車廃止が出ている。説明は聞いているが、今まであっ

たものが無くなる寂しさ、浜田から呼ぶ負担も心配される。 

「市民、地域との連携強化（地区まちづくり推進委員会の設立推進）」 

� 地域との連携で、まちづくり推進委員会の設立が公民館単位の大きな規模では、

自治会の役員でない20～30年後を担う人が関与できない。NPOなど小さなレベルで

活動している団体もあり、支援すべき。 
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「経営の抜本的な見直し（株）かなぎ」 

� (株 )かなぎについて、行政評価委員会では廃止の評価が出たが、市としては存続の

方針なのか。 

また、譲渡となったものがたくさんあるが、その方法や対価の考え方、客観的なルー

ルはあるのか。 

「機構改革」 

� 支所三部門化が心配される。本庁で金城の積雪が把握できるのか。時間のロスな

ど、効率化以外の部分は考慮されているのか。 

「計画全般」 

� 5年間の成果について、市としての自己評価はどうか。 

� 行革計画に計上された各項目の意思決定の仕組みが見えない。審議会が設置さ

れているものもあるが、その議事録などはあるのか。パブリックコメントも意見が少ない

が、各公民館に置いても良い。そうした情報発信力が大事だと思う。 

� 合併前より良くなると思って合併したが、自治区制度が少しずつ崩れている気がす

る。住民が生活する中で何を優先するのか、ライフラインの充実など順番を考えて欲

しい。 

� 三セクにいつまでもお金をかけるべきではない。難しい面はあっても、どこかで切れ目

を付けて欲しい。 

� 三セクの施設など、ネットで全国的に運営事業者を公募できないか。 

そうした外部の専門的な意見を取り入れられるよう、ネット利用を検討すべき。 

� 今回の震災で職員が応援に行っているが、他の自治体と普段から親密にして、いろ

いろな地域と協定を結んでおくべきではないか。 

� 学校統廃合や三隅の児童館の廃止があるが、教育委員会だけでなく、地域政策課

などが加わって施設の再利用を部署横断的に協議できているのか。 

� 今ある施設をどう使うか、横断的に考えるべき。支所の機構も地域の特色を考える

必要がある。給食施設の統合も、学校統合計画との関係がある。行政の中で議論し

てほしい。  


